
 

 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

第１回 

高齢福祉部会 
 

日 時 ： 平成 29 年 2 月 14 日（火） 午後 6時 30 分 

 

場 所 ： 芸術文化ホール活動室 3 

 

 

 

～ 会 議 次 第 ～ 

 

 

１ 開   会 

２ 部会長挨拶 

３ 協 議 事 項 

 高齢者保健福祉計画・第 6期介護保険事業計画の進捗状況について 

 介護予防・日常生活支援総合事業について 

４ そ の 他 

５ 閉   会 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

 高齢者保健福祉計画・第 6 期介護保険事業計画（平成２８年度）の進捗状況について                     

保健福祉部高齢者支援課 

No. 施策・事業名 計画の概要 
平成２８年度の取組み 
※平成２８年 4 月～12 月 

評価と課題等 

第５章 基本目標１ 介護予防と自立支援 

第 1 節 日常生活を支援する体制整備 

１
総
合
事
業
の
確
立 

総合事業の確立 

 

■計画書 P30 

介護予防給付として提供をしているサービス

を十分に確保し、スムーズな介護予防・日常

生活支援総合事業への移行を進めます。 

介護予防・日常生活支援総合事業の普及

啓発を図るため、各種説明会を実施、広

報への掲載を行います。 

 

事業所説明会 42 事業所 82 人 

7 月 7 日 

住民説明会 5 会場 141 人 

11 月 1 日～11 月 9 日のうち 5 日間 

パブリックコメント  

提出された意見の件数    0 件 

平成 28 年 12 月 15 日から 

  平成 29 年 1 月 16 日まで 

広報掲載 3 月 1 日号 

介護予防・日常生活支援総合

事業を平成 29 年４月から開

始します。 

現在サービスを利用している

方の移行がスムーズに進めら

れるよう、関係機関と連携し

て事業を実施していきます。 

２ 

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保 

おむつサービス 

 

 

■計画書Ｐ30 

在宅で寝たきりの高齢者や重度の認知症高齢

者、重度の身体・知的障がい者の方で、常時

紙おむつを使用している方に紙おむつ購入費

を助成します。 

おむつサービスは、世帯の住民税の課税

状況によって助成額が決まります。 

非課税世帯 60,000 円 

課税世帯  30,000 円 

□住民税課税世帯  H27  106 人 

          H28   97 人 

□住民税非課税世帯 H27  129 人 

          H28  117 人 

□利用世帯合計   H27  235 人 

          H28  214 人 

助成券の利用者は、昨年と比

較し現時点では、課税世帯で9

人、非課税世帯で 12 人減少

しておりますが、未利用者 13

名、1 月以降の申請者を加え

ると、概ね計画のとおりとな

ります。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

配食サービス 

 

 

■計画書Ｐ31 

食事を作ることが困難な高齢者や障がい者の

方に、夕食の弁当を配達します。あわせて安

否の確認を行います。また食事制限のある方

に「治療食」を提供します。 

配食サービスは、利用者のニーズに合わ

せ週７回まで利用することができ、利用

者負担金は１食４００円となります。 

一般食については、業者を選択すること

ができます。 

利用者数 

H27 

利用者 一般食 ２２６人 

治療食 １１４人  計３４０人 

業者を変更した数 １３人 

食 数 一般食 ２９,８７０食 

治療食２０,０７６食 計４９,９４６食 

H2８ 

利用者 一般食 １９１人 

治療食  ９２人  計２８３人 

業者を変更した数  ７人 

食 数 一般食 ２３,１１４食 

治療食１４,８７５食 計３７,９８９食 

利用者は、昨年と比較し一般

食は３５人減少となり、治療食

でも２２人減少しています。

今後も、アンケート調査を行

い、利用者に満足される配食

サービスをめざします。 

 

２ 

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保 

緊急通報システム 

 

 

■計画書Ｐ32 

ひとり暮らしの高齢者や重度身体障がい者の

方で持病のある方や健康上の不安のある方

に、急病等の緊急事態を通報できる装置とペ

ンダント型発信機を貸与します。あわせて火

災やガス漏れセンサーを付けることができま

す。 

毎月１回利用者への安否確認電話サー

ビスを行います。 

H27 緊急通報装置 新設 １５件 

          撤去 ２３件 

設置台数１３９件（うち休止中８件） 

緊急通報件数   ９件 

H２８ 緊急通報装置 新設  ０件 

           撤去 ２９件 

設置台数１１０件（うち休止中１件） 

緊急通報件数   ７件 

新設件数よりも、撤去件数が

多くなっています。 

高齢者等の日常生活での不安

の解消と安全確保の観点か

ら、緊急通報システムの普及

に努めます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

除雪サービス 

 

 

■計画書Ｐ33 

除雪作業が困難な低所得の高齢者や障がい者

の世帯で、市内に除雪を支援する親族がいな

い方を対象に、除雪ボランティア等が玄関か

ら公道までの通路部分の除雪を行います。 

H2７ 

戸建住宅  ２４９件 

集合住宅    ５件 

公営住宅   １２件 合計 ２６６件 

【担い手内訳】 事業者  １２６件 

     シルバー    ５５件 

ボランティア等 ８５件 

H28 

戸建住宅  ２５８件 

集合住宅    ４件 

公営住宅     ９件 合計 ２７１件 

【担い手内訳】 事業者  １６６件 

ボランティア等 １０５件  

利用者は、前年度と比較する

と 5 名増加していますが、計

画値より 1 割程度少ない利用

者となっています。 

除雪の担い手となるボランテ

ィアの確保に苦慮していま

す。そのことから、事業者等

への依存割合が増す傾向とな

っています。 

また、平成２９年度からは道

路除雪の置き雪処理、ディサ

ービスの送迎車を駐車するス

ペースを確保してほしいとの

要望があったことから、事業

内容を見直しして実施する予

定です。 

訪問理容サービス 

 

 

■計画書Ｐ33 

在宅で寝たきりの高齢者や重度身体障がい者

の方に、理容師が訪問して散髪を行います。 

利用回数は年６回以内となります。ただ

し、利用開始決定月が６月以降の場合は

利用回数の上限が減ります。 

利用者数 H27 ５７人 

H28 ４６人 

利用者の人数が９名減少して

いますので、PR に努めます。 

日常生活用具給付 

 

 

■計画書Ｐ34 

ひとり暮らしの高齢者の方で、心身の状況に

より防火の配慮が必要な方に、電磁調理器、

火災報知機、自動消火器の給付や老人電話（電

話回線のみ）を貸与します。 

給付件数 

 H27  ０件 

H28  ０件 

今年度は現在までのところ、

申込がありません。 

救急情報キット・エル

フィンバトン普及事業 

 

■計画書Ｐ34 

65 歳以上の高齢者のみの世帯と希望する障

がい者を対象に、救急時に活用する医療情報

等を記入するカードと、冷蔵庫に収納する筒

型ケース（エルフィンバトン）を配布します。 

配布世帯数  

H27 ２３５件（実２５９人） 

H28 ４０８件（実４４３人） 

消防隊活用件数  

H27 ７件 

H28 ２件 

概ね計画値のとおり進んでい

ます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

テレホンサービス 

 

 

■計画書Ｐ35 

ひとり暮らしの高齢者の方に、ボランティア

が電話をかけ、健康状態や日常生活での困り

ごと等を聞いたりコミュニケーションを図り

ます。 

利用者数 

H27 ６人 

H28 ６人 

ひとり暮らしの高齢者にとっ

ての話し相手や、安否確認に

役立っています。 

平成 28 年度に、委託先であ

る社会福祉協議会と、事業の

あり方を検討し、平成 29 年

度から事業内容を変更して実

施する予定です。 

変更内容は、要介護認定を受

けていない方に対して、６月

に１回程度、自宅に訪問をし

て安否確認を行います。 

融雪装置設置費補助事

業 

■計画書Ｐ35 

７０歳以上の高齢者や障がい者の方だけの世

帯に、融雪装置（ロードヒーティング）設置

費の一部を補助します。 

平成２８年度から廃止しています。 

 

 

家族介護慰労事業 

 

■計画書Ｐ35 

要介護 4・5 に相当する在宅高齢者で、過去

１年間に介護保険サービスを受けなかった人

を介護する家族に慰労金として現金を贈呈し

ます。 

対象者  

H27 0 人 

H28 0 人 

今年度は、現段階では該当者

がいない状況です。 

平成 29 年度に廃止します。 

第２節 介護予防の推進 

１ 

一
次
予
防
事
業
の
充
実 

健康運動教室 

 

■計画書Ｐ36 

一般の高齢者を対象に、転倒予防のために、

運動方法を学習します。市内 5 地区で行いま

す。（1 コース 10 回） 

H27 ５コース 実 41 人 

H28 ３コース 実 3３人 

 

概ね計画値のとおり進んでい

ます。 

 

脳の健康教室 

 

 

■計画書Ｐ37 

一般の高齢者を対象に、認知症予防のために、

読み書き・計算の学習と、参加者同士や学習

サポーターとの交流を行います。 

（1 コース 10 回・クラス会 1 回） 

H27  参加者     実 １９人 

学習サポーター 実 １９人 

クラス会参加数 実 １９人 

H28  参加者     実 １７人 

学習サポーター 実 １７人 

クラス会参加数 実  7 人 

概ね計画値のとおり進んでい

ます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

生活講座 

 

■計画書Ｐ38 

65 歳以上の男性を対象に、自立した生活に

必要な調理等の日常生活技術を学習します。

（1 コース 5 回） 

H27 参加者  実 １５人 

H28 参加者  実 １１人 

概ね計画値のとおり進んでい

ます。 

 

健康増進講演会 

 

■計画書 P38 

高齢者の健康維持や生活の自立のために、知

識普及を目的に行います。 

H27 テーマ「認知症のその予防」 

 １回（芸術文化ホール） 

 来場者数  ５５０人   

H28 テーマ「もしかして認知症？」 

２回（大曲会館・芸術文化ホール） 

来場者数  延べ１５８人 

概ね計画値のとおり進んでい

ます。 

テーマへの関心が高いため、

継続していきます。 

高齢者出前健康講座 

 

■計画書Ｐ39 

老人クラブや市民団体等の依頼に応じ、転倒

予防や認知症予防等の知識普及を行います。 

H27 実施回数２４回 延べ５２７人 

H28 実施回数１７回 延べ３８８人 

概ね計画値のとおり実施して

います。 

介護予防サポーター育

成事業 

 

■計画書 P39 

介護予防の普及啓発を目的に、担い手となる

市民（介護予防サポーター）を育成します。 

「いきいき百歳体操（高知市発祥）」を

普及するリーダー養成講座を行いまし

た。 

H27 ４回 1 コース 1 回 実２１人 

H28 ３回 1 コース ２回 実２５人 

 

他市の取組を参考にしなが

ら、リーダー養成を積極的に

進めています。 

２ 

二
次
予
防
事
業
の
充
実 

二次予防事業対象者把

握事業 

 

■計画書 P40 

高齢者支援センターと連携し、一次予防事業

や窓口相談等から、必要に応じて基本チェッ

クリストを実施し、対象者を把握しています。 

基本チェックリスト実施者  

H27 １００人 

H28 １２６人 

二次予防事業対象者  

H27 １１３人 

H28 １０４人 

概ね計画値のとおり実施して

います。 

高齢者健康教室 

 

 

■計画書 P41 

運動機能が低下している方を対象に、集団指

導に個別のプログラムを取り入れながら、水

中運動教室（1 コース 12 回）と健康運動教

室（1 コース 10 回）を行います。 

水中運動教室  

H27 ３コース 実６１人 

H28 ２コース 実３６人 

健康運動教室 

H27 ５コース 実２７人 

H28 ３コース 実 ６人 

概ね計画値のとおり実施して

います。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

機能訓練教室 

■計画書 P42 

運動機能が低下している方を対象に、週 1 回

の個別の訓練を行い、機能向上を図ります。 

H27 利用数 実１７人 延５０３人 

H28 利用数 実１３人 延３４６人        

平成 29 年度からは、生活支

援サービス（短期集中予防サ

ービス）として実施します。 

口腔ケア事業 

 

■計画書 P42 

通所型の介護予防事業の利用が困難な口腔機

能が低下している方を対象に、訪問指導によ

り口腔機能の向上を図ります。 

利用者はいない状況です。 

 

平成 29 年度からは、単独の

事業としては行わず、他の事

業のプログラムに組み込んで

実施してきます。 

訪問指導事業 

 

■計画書 P43 

通所型の介護予防事業の利用が困難な、うつ、

認知症、閉じこもりの恐れのある方を対象に、

定期的な訪問指導により介護予防を図りま

す。 

定期的な訪問はしていませんが、日常業

務の中で、保健師や管理栄養士が必要に

応じて訪問指導を行っています。 

 

生きがいデイ 

サービス事業 

■計画書 P43 

二次予防対象者に対して、創作活動や軽スポ

ーツ等を行い、自立生活の支援や社会的孤立

感の解消を図ります。実施会場へは、送迎も

行います。 

平成 28 年 1 月から北広島東記念館に

移転して、事業を実施しています。 

各曜日定員１５人（水曜日～金曜日実施） 

利用者数  

H２７  ４０人 延べ１,４５１人 

H２８  ３５人 延べ１,０５９人 

前年にくらべて利用者は、5

名減少しています。 

平成 29 年度からは、生活支

援サービス（通所型サービス）

として実施します。 

第６章 基本目標２ 介護サービスの充実 

第 1 節 医療と介護との連携および介護給付等の対象サービスの充実 

１ 

住み慣れた地域や家庭

での生活の継続 

居宅サービス利用者の

見込み 

■計画書 P44 

過去の実績をもとに、利用者の推計値を算出

しています。 

給付実績および見込み額は別紙のとお

り 

 

 

給付費は、報酬改定が行われ

たことにより、全体的に計画

より見込みより１割程度下回

る見込みとなっています。 

利用者数は、概ね計画値どお

り進んでいます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

２ 

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備 

地域密着型サービス 

 

 

■計画書 P58 

過去の実績にもとに、第 6 期計画中に整備を

行う施設を考慮して、推計値を算出していま

す。 

給付実績および見込み額は別紙のとお

り 

平成 28 年度中開設事業所 

平成 28 年 4 月 

 

グループホーム ヤマブキの家 

（中央４丁目７－５） 

2 ユニット 定員１８名 

小規模多機能型居宅介護 ヤマブキ 

登録 24 名 通い 12 名 泊り 4 名 

地域密着型サービスでは、小

規模多機能型居宅介護事業所

の閉鎖や認知症対応型共同生

活介護事業所１施設の開設が

計画より１年遅れたことによ

り、給付費が計画値を下回る

見込みとなっています。 

施設サービスでは、介護療養

型医療施設については、計画

策定時で判明していない転換

が行われたことにより、利用

者、給付費ともに減少してい

ます。 

施設サービス 

 

 

■計画書 P62 

過去の実績をもとに、利用者の推計値を算出

しています。 

給付実績および見込み額は別紙のとお

り 

平成 27 年 2 月に、1 施設が介護療養

型施設から医療療養型施設への転換が

行われました。 

介護給付見込みの確保

の方策 

 

 

■計画書 P64 

市内の介護事業所と利用者推計から、第 6 期

計画では、認知症対応型共同生活介護施設 9

人 2 ユニットを 2 か所、小規模多機能型居宅

介護事業所を 2 か所、定期巡回・随時対応型

訪問介護看護事業所の公募し整備を行うこと

としています。 

認知症対応型共同生活介護事業所 9 人

2 ユニットを１か所、小規模多機能型居

宅介護事業所を１か所、平成 29 年 4

月開設に向け整備を進めています。（西

地区） 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業

所については、平成 27 年度に２回公募

を行いましたが、該当事業者がなく整備

には至っていない状況となっておりま

す。 

北海道から補助金を受け、認

知症対応型共同生活介護事業

所、小規模多機能型居宅介護

事業所の整備を進めていま

す。 

３ 

在宅生活復帰支援事業 

 

 

■計画書 P65 

在宅での生活を目指し一時帰宅する際に、介

護保険の居宅サービスと同様のサービス（福

祉用具の購入、住宅改修費の支給等を除く）

を受けた場合の利用料を助成します。 

 

H２７ 

利用者数 ２人 

利用日数 ７日間 

H２８ 

利用者数 ２人 

利用日数 ９日間 

利用者は多くありませんが、

今後も在宅生活に戻ることが

できるよう支援していきま

す。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

３ 

在宅医療と介護の連携

推進 

 

 

■計画書 P65 

在宅医療や介護を一体的に提供できる体制を

整備するために、医療や介護等の専門職が情

報交換や研修を通じて理解を深める機会を作

ります。 

H27 

千歳地域在宅医療多職種連携会議(保健

所所管)主催の研修会 １回 158 人 

地域ケア会議多職種連携会議  ２回 

H28 

在宅医療介護連携推進協議会 ４回 

〈構成員〉医療・介護の専門職 20 人 

〈内 容〉 

・既存の資源やデータの共有確認 

・グループワークや情報交換 

・医療と介護の連携に関する現状と 

課題を把握するためのアンケート調 

査の実施 

北広島市在宅医療介護連携推

進協議会を継続し、2 年目の

取組として、アンケート調査

等の課題分析の結果から、研

修会等を通じて医療と介護の

連携を推進していきます。 

4 

低所得者対策  

介護保険利利用者の軽

減対策 

■計画書Ｐ66 

社会福祉法人の負担により（一部公的補助あ

り）、要件を満たす被保険者を対象に利用者負

担を軽減します。 

社会福祉法人利用者負担軽減制度 

H27 

対象者         13 人 

軽減額       174 千円 

H28 

対象者         11 人 

軽減額       190 千円 

 

低所得者のサービス利用を確

保するため、社会福祉法人の

協力により利用者の増加を図

ります。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

第７章 基本目標３ 地域支援体制の構築 

第 1 節 地域支援体制の推進 

１ 

地
域
包
括
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築 

地域包括支援センター

（高齢者支援センタ

ー）の運営 

 

 

 

■計画書Ｐ68 

市内４か所の高齢者支援センターに、保健師、

社会福祉士、主任介護支援専門員の３職種を

配置し、総合相談支援事業、権利擁護事業、

介護予防ケアマネジメント事業（二次予防事

業対象者のケアマネジメント）、予防給付（要

支援１・２に認定された人）のケアマネジメ

ントを委託しています。 

 

平成 27 年度に予防給付プラン作成専

任者を 2.5 人増員し継続 

 

・高齢者支援センター数  ４か所 

・職員数         １８人 

三職種        １３人 

（保健師、主任介護支援専門員、 

社会福祉士） 

予防給付プラン作成専任者 ５人 

 

予防給付ケアマネジメント年間延べ数 

H27 ５,３４２件 

H28 ４,４６０件 

高齢者支援センターの設置数

は現状維持とし、予防給付の

ケアマネジメント数の増加に

対応できるよう、予防給付ケ

アマネジメント担当職員を計

画的な配置を検討していきま

す。 

窓口・電話等の相談事

業 

 

 

■計画書Ｐ69 

地域包括支援センター（高齢者支援センター）

や関係機関と連携を図りながら、窓口、電話、

家庭訪問により、保健師、社会福祉士、栄養

士が高齢者や家族の健康、福祉、介護に関わ

る相談に対応します。 

総合相談件数（窓口・電話・訪問） 

H27 

市高齢者支援課   延べ 2,331 件 

高齢者支援センター 延べ 15,351 件 

H28 

市高齢者支援課   延べ 1,123 件 

高齢者支援センター 延べ 11,584 件 

 

 

今後も総合相談件数が増加し

ていくことが見込まれ、個々

の相談に関係機関と連携を図

り、継続的に対応していきま

す。 

地域包括ケアシステムの実現

へ向け、地域での支え合い体

制による閉じこもり予防や、

認知症高齢者等が孤立化しな

いような地域の見守り体制

等、民生委員等の地域関係者

や関係機関と情報交換し、日

常生活圏域内の社会資源等へ

つなぎ、支援体制の構築を目

指していきます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

高齢者実態把握事業 

 

 

■計画書Ｐ69 

65 歳・75 歳の到達者と 65 歳以上の転入者

を対象に、民生委員児童委員と連携を図りな

がら、高齢者の健康と生活状況を個別訪問に

より把握し、必要に応じて相談支援へつなぐ

対応を行っています。 

平成 28 年度に実施した調査では、調査

拒否等により、１１２人の方は実態調査

ができなかったことから、回答率は９

４．１％でした。 

調査対象者 

H２７ 

 ６５歳到達者   １,２４９人 

 ７５歳到達者     ５６５人 

  ６５歳以上転入者   １２５人 

    計     １,９３９人 

H２８ 

 ６５歳到達者   １,１４５人 

 ７５歳到達者     ６４０人 

  ６５歳以上転入者   １２４人 

    計     １,９０９人 

高齢者を支える事業となりま

すので、継続的に事業を実施

していきます。 

 

高齢者等地域見守り事

業 

■計画書Ｐ70 

郵便局や新聞販売店等日常的に自宅を訪問す

る事業者を活用し、生活に異変があった場合

に連絡をもらい、安否の確認を行います。 

見守り協力事業者数 

H２７ ２０事業所 

H２８ ２１事業所 

通報件数 

  H２７ ５件 

H２８ ２件 

今後も事業者等の協力を得

て、地域で支え合う体制の充

実を図ります。 

２ 

地
域
が
と
も
に
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
の
推
進 

地域ケア会議（地域た

すけあい会議） 

 

 

■計画書Ｐ71 

地域たすけあい会議は、高齢者支援センター

が事務局となり、地区ごとに福祉・医療の専

門職や地域住民が集まり、相互理解を深めな

がら、地域課題を共有し、支え合う体制の検

討を進めています。 

市は、４つの地域たすけあい会議を統括し、

必要に応じた全体会議や研修会を開催しま

す。 

H27 実施回数／出席者延べ人数 

みなみ（団地） ６回／延べ１８４人 

きた（西の里） ６回／延べ２３９人  

にし（大曲西部）５回／延べ１８９人  

ひがし（東部） ４回／延べ１１１人 

全体会議    １回／１２４人  

H28   

みなみ（団地）※2 月実施予定 

きた（西の里） ４回／延べ１６０人 

  （東部北） ２回／延べ ３８人     

東部地区を二つに分けて、市

内５か所で地域たすけあい会

議を開催しました。 

今後は、地域包括ケアシステ

ムの構築に向けて、生活支援

コーディネーターや地域の協

議体と連動して、地域が支え

合う体制づくりを進めていき

ます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

にし（大曲西部）４回／延べ１８０人  

ひがし（東部南）３回／延べ１０６人 

介護従事者フォローア

ップ研修事業 

 

■計画書Ｐ71 

介護サービス内容の充実、従業者の資質の向

上を図るため、介護サービス事業所等が加入

する団体を支援します。 

研修等を市との共催事業とし、講師謝礼

の一部、会場費を支援する。 

共催研修会回数 H27 19 回 

        H28 15 回 

概ね計画のとおりに実施して

います。 

地域包括ケアシステム

の普及啓発 

 

■計画書Ｐ72 

市がめざす地域包括ケアシステムについて、

幅広く市民へ普及啓発し、多様な主体と自治

体が協働しながら地域全体を支え合う「共助」

の体制づくりをします。 

前述の「総合事業の確立」（施策・事業

名）で記載しているとおり、住民説明会

等を実施して普及啓発を図っています。 

平成２９年度には、生活支援

コーディネーターの配置し、

協議体を開設する予定です。 

第２節 認知症施策の推進 

１
認
知
症
の
人
の
住
み
や 

認知症ケアパスの確立 

 

■計画書Ｐ73 

認知症になっても地域で生活できるよう、認

知症の状態に応じた適切なサービスの提供の

流れを示します。 

平成 28 年３月に作成した「北広島市版

認知症ケアパス」を、高齢者サービスガ

イドに掲載し、市民に配布しました。 

毎年度内容を更新して、高齢

者サービスガイドへの掲載を

続けていきます。 

認知症カフェの開設 

 

■計画書Ｐ73 

 

認知症の方とその家族が安心して地域で生活

できるように、専門職やボランティアととも

に気軽に集える場を作ります。 

H27 ２地区２か所（東部、西の里） 

H28 ４地区４か所 

４月から大曲地区、10 月から団地地区

に新たにできました。 

平成 28 年 12 月現在で４か

所開設され、おおむね生活圏

域に１か所の開催されること

となりました。 



 

 

12 

平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

２ 

家
族
へ
の
支
援
を
包
括
的
、
継
続
的
に
実
施
す
る
体
制
構
築 

認知症高齢者支え合い

事業 

 

 

■計画書Ｐ74 

認知症支え合い活動の拠点である「地域支え

合いセンター」に、専任コーディネーターを

配置し、認知症の方の見守りや話し相手をす

る「認知症支え合い員」の養成や家庭訪問の

調整を行います。 

 

認知症支え合い員 

H27 登録数 ４５人（うち新規６人） 

H28 登録数 ４５人（うち新規７人） 

実利用者数／延べ訪問回数 

H27 １７人／３５７回 

H28 １４人／２２０回 

認知症支え合い員活動は、介

護負担の軽減や認知症高齢者

の生活の安定につながってお

り、地域の支え合いに一躍を

担っています。利用が広がる

よう積極的に周知を図ってい

きます。 

家族支援事業 

 

 

■計画書Ｐ75 

介護する家族を対象に、介護負担の軽減や孤

独感を解消できるように、介護知識や技術の

習得、介護者同士の交流の機会を作ります。 

介護者と上手につきあう講座  

H27 ３回 延べ参加人数 １７２人 

H28 ２回 延べ参加人数  ６４人 

認知症高齢者を介護する家族のための

講座 

H27 ３回 延べ参加人数  ６０人 

H28 ２回 延べ参加人数  ３１人 

高齢者支援センターやケアマ

ネジャー等と連携を図りなが

ら、参加者のニーズに応じて

講座の内容の充実を図ってい

きます。 

認知症啓発団体支援事

業 

 

 

■計画書Ｐ76 

市民が認知症についての理解を深め、適切な

見守りができるよう、認知症キャラバンメイ

トが講師となり、認知症サポーター養成講座

を行っています。 

認知症サポーター養成講座   

H27 ２１回  養成数８６２人  

H28 １３回  養成数５７１人 

小中学生も含め幅広い年齢層

に養成講座が広がってきてい

ます。講座受講者のステップ

アップ研修の実施や活躍でき

る機会の確保を検討していき

ます。 

認知症高齢者等ＳＯＳ

ネットワーク事業 

 

 

■計画書Ｐ77 

徘徊等により行方不明になった高齢者等を保

護するため、タクシー、バス事業者や介護事

業所等の関係機関と連携し早期発見につなげ

ています。 

協力関係機関 ４０事業所 

事前登録者数 ９４人 

H27  新規登録者数  ２５人 

SOS 発生件数   ８件 

SOS 通報件数   ３件 

模擬訓練参加者 ５４人 

H28  新規登録者数  ２１人 

SOS 発生件数   ５件 

SOS 通報件数   １件 

模擬訓練参加者 ２８人  

徘徊捜索模擬訓練を昨年に引

き続き西の里地区で実施しま

したが、参加者が減少してい

ます。今後も市内各地区で実

施していきますので、多くの

市民が参加できるよう、早め

に広報等での周知を行う等の

工夫をしていきます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

いどころ発信システム

助成事業 

 

■計画書Ｐ77 

認知症等により、徘徊が見られる高齢者を在

宅で介護する家族の方へ、居場所を発見でき

る発信機を購入する際の初期費用の一部を助

成します。 

H２７ 

利用者数 １０人 

助成数   ３件 

H28 

利用者数 １４人 

助成数   ４件 

概ね計画のとおりに推移して

います。 

徘徊者の早期発見につながる

ことから今後も普及に向けた

PR 等に努めます。 

第３節 権利擁護施策の推進 

１ 
 

高齢者および障がい者

の権利擁護事業の体制

整備 

「（仮称）権利擁護セン

ター」の設立 

■計画書Ｐ78 

権利擁護の中核的な機能を担う機関として

「（仮称）権利擁護センター」を設立します。 

 

成年後見制度に関する相談や適切な利用の促

進、市民後見人の育成を行う機関として設立

を進めます。 

Ｈ27 

平成 28 年度設立に向けて、平成 27 年

度に権利擁護センター設立検討会を開

催し、業務の範囲や市民後見人の役割に

ついて協議しました。(開催回数４回) 

 

Ｈ28 

成年後見制度利用に関する総合相談、手

続き支援、普及・啓発、市民後見人の養

成等を行い、様々なニーズに対して総合

的かつ継続的支援を行うため、社会福祉

協議会に社会福祉士を配置し、成年後見

センターを７月に開設し、7 月１４日に

開設イベントを行っています。 

 

成年後見センター開設記念事業 

 「講談で学ぶ成年後見制度」251 人 

成年後見制度相談件数    211 件 

市民後見人養成講座    受講４名 

市民後見人養成講座修了生 

フォローアップ研修 １回 

成年後見センター運営委員会  1 回 

成年後見センターケース検討会 1 回 

 

（仮称）「権利擁護センター」

については、業務内容を成年

後見に関する業務に特化すべ

きとの結論になったことから

名称を「成年後見センター」

としました。 

 

成年後見制度の普及・啓発、

市民後見人の養成等の中核と

なる「成年後見センター」を

開設しています。 

 

成年後見センターが相談機関

として地域に浸透していくよ

う、連携協力していきます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

２ 

権
利
擁
護
の
普
及
啓
発
、
市
民
後
見
人
の
育
成 

成年後見制度利用支援

事業 

 

■計画書Ｐ78 

 

判断能力が不十分な高齢者や障がい者を対象

に、成年後見制度の適切な利用が図られるよ

う支援を行います。 

平成 25 年度に市民後見人養成講座を受講し

た市民が、（仮称）権利擁護センター設立後に

円滑な活動ができるようフォローアップ研修

を行います。 

成年後見支援事業 

成年後見制度の適切な利用が図られる

よう、市長申立てや報酬費用を助成する

成年後見制度利用支援事業を整備して

います。 

市長申立てとは、成年後見制度の申立を

する親族がいない場合に市長が申立を

行います。 

成年後見制度相談件数 

Ｈ27 実 33 件 延べ 66 件 

Ｈ28 実 19 件 延べ 42 件 

市長申立て 

Ｈ27 ０件 

Ｈ28 1 件 

成年後見制度の適切な利用が

図られるよう、成年後見制度

利用支援事業実施要綱を整備

しています。 

高齢者虐待防止ネット

ワーク事業 

 

■計画書Ｐ79 

 

 

高齢者虐待防止への理解を広め、家庭や施設

内において虐待の早期発見・早期対応が図れ

るよう、高齢者支援センターや関係機関等と

継続的に会議や研修を行います。 

虐待に関する相談や支援は、対応マニュ

アルに基づいて、関係機関と連携を図り

ながら対応しています。 

高齢者虐待相談件数/認定件数 

 Ｈ27 17 件/9 件 

 Ｈ28 15 件/6 件 

高齢者虐待防止研修会 

Ｈ27 ２回 100 人 

Ｈ28 ２回  74 人 

北広島市と厚別警察署の連携推進会議 

 Ｈ28 ２回 

高齢者虐待の相談では、個々

にケース会議を開催し、支援

の方向性や関係機関との役割

分担を明確にしながら、迅速

な対応に努めています。 

虐待は、高齢や障がい、生活

困窮等様々な要因により発生

するため保健福祉部内で横断

的支援を行っています。 

警察や消防、介護保険関係事

業所等との連携や住民の協力

により、早期発見・早期対応

を図ることが重要なことか

ら、会議・研修等を継続的に

実施しています。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

第８章 基本目標４ 生きがいと社会参加の促進 

第１節 高齢者の社会参加の促進 

１
健
康
で
自
由
な
余
暇
、
趣
味
活
動
の
充
溢 

老人クラブ活動の充実 

 

■計画書Ｐ83 

高齢者の生きがいづくりや健康づくりを推進

するため老人クラブ連合会等へ経費の一部を

助成します。 

H27 

老人クラブ連合会       1 団体 

単位老人クラブ      ２９団体 

登録会員数     １, ０７５人 

H28 

老人クラブ連合会       1 団体 

単位老人クラブ      ３０団体 

登録会員数     １, １１４人 

概ね計画のとおりに推移して

います。 

 

長寿祝福事業 

 

■計画書Ｐ83 

長寿を祝福し、長年にわたり社会に貢献した

労をねぎらうため、満１００歳を迎えられた

人に祝金を贈呈します。 

祝福者数 

H２７   １２人 

H２８   １８人 

 

１００歳以上 

H27  ２８人 

H28  ３１人 

今後も長寿を祝福します。 

ふれあい温泉事業 

 

 

■計画書Ｐ84 

65 歳以上の市民を対象に温泉入浴利用助成

をします。 

【施設】竹山高原温泉 

    札幌北広島ｸﾗｯｾﾎﾃﾙ楓楓 

    里の森天然温泉森のゆ 

【助成額】１回３００円 

【回数】  12 回/年 

H27  

助成券交付者数    ４,０１７人 

助成券利用枚数 ２８,４０９枚 

 

H27.12.31 現在 

助成券交付者数    ３,６９７人 

助成券利用枚数 ２１,０７８枚 

 

H２８ 

助成券交付者数     ３,６８４人 

助成券利用枚数  ２０,３５３枚 

 

昨年同期と比較すると、交付

者数は 13 人、利用枚数は

725 枚減少しております。 

引き続き利用の促進を図るた

め、「温泉利用助成」のＰＲに

努めます。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

シルバー活動センター

事業 

 

 

■計画書Ｐ86 

高齢者および高齢者と交流する催しに参加す

る人が優先的に使用できる施設です。 

高齢者の活動拠点として生きがいづくりや社

会参加、交流の場として利用されています。 

H２７ 

利用延べ人数  １３,１０６人 

利用延べ団体数  ２,１６９団体 

 

H27.12.31 現在 

利用延べ人数  ９,８４２人 

利用延べ団体数 １,６０７団体 

 

H２８ 

利用延べ人数  ９,５０１人 

利用延べ団体数 １,４７４団体 

概ね計画のとおり進んでいま

す。 

今後も、高齢者の方が使い易

い施設をめざし、利用者の増

加につながるよう適切な管理

を行ってまいります。 

高齢者サービス啓発事

業 

 

 

■計画書Ｐ86 

各種制度の紹介や暮らしの情報を提供する冊

子「高齢者サービスガイド」を作成し配布し

ています。 

発行部数 ５,０００冊 高齢者実態調査時での配布や

市役所、出張所等に配置して

います。 

今後も最新の情報の提供と内

容の充実を図ります。 

ミニデイサービス支援

事業 

 

 

■計画書Ｐ87 

高齢者等を対象とした地域福祉活動の推進の

ため、市民ボランティアによる高齢者の閉じ

こもり防止や健康の保持につながる取り組み

の会場使用料等を助成します。 

ミニデイサービス 

 高齢者の介護予防のための生きがい

づくりや心身の機能の維持向上 

 登録団体数 H27 １３団体 

       H28 １３団体 

地域のお茶の間 

 高齢者が孤立することなく暮らし続

けられるよう見守りのための活動等 

 登録団体数 H２７ ８団体 

       H２８ ８団体 

ここ数年は、増加傾向にあり

ますが、介護予防につながる

ことからも、今後も登録団体

数、利用者数の拡大に努めま

す。 

団体数、利用者数が増加し続

けることで、事業費も増加し

ていることから、継続的に事

業を続けていけるよう、平成

２９年度に制度の見直しの検

討を行います。 



 

 

17 

平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

２ 

知
識
と
経
験
を
生
か
し
た
社
会

参
加 

介護支援ボランティア

事業 

 

 

■計画書Ｐ89 

介護認定を受けていない６５歳以上の方が、

介護施設等で行うボランティア活動に対し

て、物品等に交換できるポイントを付与し、

生きがいづくりや介護予防につなげます。 

H２７ 

活動受入機関 29 施設 

 うち新規登録 １施設 

ボランティア登録者  １７３人 

（うち活動者     １４０人） 

 

H２８ 

活動受入機関 29 施設 

ボランティア登録者  207 人 

（うち活動者     １５５人） 

 10 月以降登録 9 人 

事業の実施により、高齢者の

生きがいづくりや介護予防の

推進につながるものとなって

います。 

今後も登録ボランティアが増

加するよう事業を実施してい

きます。 

第９章 介護保険事業費の見込みと保険料について 

1 

介護保険事業費の見込

み 

 

■計画書Ｐ92 

詳細は別紙のとおり 詳細は別紙のとおり 利用者数は、概ね計画のとお

りに進んでいますが、給付費

は１割程度計画より下回る見

込みとなっています。 
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

3,236

計画値
（H29.3月末）

58,646

9,481

7,766

17,247

20,856

1042

289

822

432

302

224

266

3,377

計画値
（H29.3月末）

計画値
（H28.3月末）

59,003

9,261

7,426

16,687

417

323

240

239

7,696

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５ 239

297

240

397414

289

213

254

要支援２

要介護１

349

859

381

859

278

787

実績
（H28.3月末）

実績
（H28.12月末）

要支援１ 819 833

計画値
（H28.3月末）

1001

計65歳以上 17,081 17,515

40～64歳 21,076 21,01621,180

（第2章）高齢者の現状と将来推計
（人口と要介護認定者数）

合　　計 3,200 3,292

実績
（H28.3月末）

実績
（H28.12月末）

総人口 59,140 59,133

65～74歳 9,716 9,819

75歳以上 7,365
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平成 29 年 2 月 14 日 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

高齢部会 【 資 料 １ 】  

 

居宅サービス 3,190 1,553,213 3,292 1,465,399 3,413 1,655,153 3,633 1,558,735 106.4% 94.2%
①訪問介護 525 256,046 542 200,854 522 271,855 560 199,895 107.3% 73.5%
②訪問入浴介護 13 9,907 10 8,120 14 11,544 6 6,187 42.9% 53.6%
③訪問看護 196 77,182 226 97,082 203 77,017 260 107,543 128.1% 139.6%
④訪問リハビリテーション 46 19,635 49 18,563 45 20,735 53 18,699 117.8% 90.2%
⑤居宅療養管理指導 315 36,953 302 22,414 368 42,999 360 25,176 97.8% 58.6%
⑥通所介護（地域密着型通所介護を含む） 920 537,787 962 532,505 981 564,022 987 553,192 100.6% 98.1%
⑦通所リハビリテーション 250 167,472 272 175,622 279 184,838 356 198,124 127.6% 107.2%
⑧短期入所生活介護 117 87,073 103 87,173 116 82,410 123 101,488 106.0% 123.2%
⑨短期入所療養介護 29 29,575 22 15,877 31 31,387 31 17,334 100.0% 55.2%
⑩特定施設入居者生活介護 151 253,357 130 228,350 167 284,902 150 246,631 89.8% 86.6%
⑪福祉用具貸与 601 69,133 662 72,862 657 73,574 737 77,838 112.2% 105.8%
⑫特定福祉用具販売 27 9,093 12 5,977 30 9,870 10 6,628 33.3% 67.2%

地域密着型サービス 275 652,944 243 611,278 350 827,267 286 662,141 81.7% 80.0%
①定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0 0 5 6,306 15 31,938 22 21,817 146.7% 68.3%
②認知症対応型通所介護 35 45,571 32 32,133 33 46,934 40 30,665 121.2% 65.3%
③小規模多機能型居宅介護 49 84,112 20 33,676 74 125,688 15 26,536 20.3% 21.1%
④認知症対応型共同生活介護 168 480,278 169 493,336 204 579,491 184 524,092 90.2% 90.4%
⑤看護小規模多機能型居宅介護 23 42,983 17 45,827 24 43,216 25 59,031 104.2% 136.6%

住宅改修 29 27,298 20 22,250 32 29,920 25 27,755 78.1% 92.8%
居宅介護支援 1,568 176,085 1,627 199,776 1,657 182,883 1,696 211,971 102.4% 115.9%

381 1,153,500 317 1,006,275 396 1,191,168 297 973,452 75.0% 81.7%
①介護老人福祉施設 198 537,177 174 499,737 213 577,716 170 498,671 79.8% 86.3%
②介護老人保健施設 144 459,220 118 393,603 144 457,080 101 364,208 70.1% 79.7%
③介護療養型医療施設 39 157,103 25 112,935 39 156,372 26 110,573 66.7% 70.7%

5,443 3,563,040 5,499 3,304,978 5,848 3,886,391 5,937 3,434,054 101.5% 88.4%
高額介護サービス費 - 70,545 - 73,303 - 73,845 - 79,689 - 107.9%
高額医療合算介護サービス費 - 13,753 - 11,857 - 15,313 - 12,781 - 83.5%
特定入所者介護サービス費 - 143,952 - 120,823 - 140,673 - 107,420 - 76.4%
審査支払手数料 - 4,523 - 4,244 - 4,928 - 3,951 - 80.2%
総　　合　　計 5,443 3,795,813 5,499 3,515,205 5,848 4,121,150 5,937 3,637,895 101.5% 88.3%

平成28年度見込み

月平均
利用者数

給付費
月平均
利用者数

給付費

介護保険施設サービス

合　　　　　計

（第6章)サービス利用者の見込み及び（第9章)介護保険事業費の見込み

平成27年度実績

月平均
利用者数

給付費

比較（見込み/計画値)

月平均
利用者数

給付費

平成27年度計画値
項　　　目

給付費
月平均
利用者数

（単位：千円）

標
準
給
付
費

平成28年度計画値


